特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会週刊ニュース　　2015年11年12日　590号

· 里山農園　自然体験塾　観察台建設順調に進む　
本体部分4mの床部分に到達　階段の基礎を打ちこむ
里山農園のエノキの林は20本以上の群生で昨年度のオオムラサキの幼虫は33匹が確認されました。そして夏の観察会では成虫が同日にわずか20分後に2匹の成虫が産卵する現場に出くわすという貴重な経験が出来ました。成虫に出会うこともなかなか難しいのですが産卵に出会ったのです。それだけこの場所の環境がオオムラサキにとって大変いい環境なのです。従ってエノキの葉の高さと同じ観察台が出来ればエノキの葉にくっついて成長する幼虫を直接目にすることも不可能ではありません。桜谷先生によると日本でオオムラサキを直接観察できる観察台は最初の施設ではないかとお話になっておられます。間もなくそれが出来るのです。観察台への昇降階段の設置が始まりました。27日28日に「上り初め」を予定しています。出来る限り多くの皆さんのお越しをお待ちしています。きっとエノキの葉にくっついている幼虫を発見できるのではないかとわくわくしています。
· 秋のハイキング14日大江山のモミジ狩り　　
年度当初に予定していましたが、この秋には竹蛇籠の設置作業に日程を随分とられて具体的な準備がほとんどできていなくて、14日を迎えることになりました。とりあえずモミジの終わりのころだということですが、大江山に紅葉狩りを兼ねてハイキングを取組みます。14日の土曜日午前7時30分に新田辺駅西口集合出発をいたします。あいにく空模様は怪しいらしいのですが、大江山林道は立派に舗装されているようですので安全との事ですから、訪ねてみることにいたします。参加費は当日の顔ぶれを見て割り勘といたします。高速道路利用ですと2時間30分程度で大江山到着との事、多くの皆様のご参加をお願いしたします。雨具と足元しっかりした靴をご用意ください。温泉入浴も考えられますのでご準備ください。
●　河川基金への助成金申請について　　ご案内を頂きました。インターネットを開きますと、魅力的な助成制度です。私たち里山の会としては是非申請してみたいものです。木津川での川ガキ育成の魚とりと親水公園水辺整備、そして堤防強化工事後の植物再生観察調査をセットにして申請してみようと思います。次年度は里山の会が発足して20周年を迎えるので、絶好のチャンスの助成金の活用として成果が上げられれば幸いです。申請期日は11月末日なので、よいご提案があればご連絡いただければ幸いです。提案お待ちしています。
●　第33回木津川マラソン大会・第2回実行委員会開かれる　それに先立ちエイド会議も7日に開催されました。京都府ではマラソン大会の老舗は京都木津川マラソン大会が33回目を迎えています。福知山マラソンは開催回数では木津川マラソンより2回少ないわけです。その分老舗という事が出来ます。そして何よりも制限時間の無い大会で、日本でも数少ないものです。何よりもこれまでは大きな事故もなく安全に開催できて、コースは一般道との交差点はほとんどなく長い急な坂もないかなりフラットで走りやすく、距離標示も1㎞ごとにされて、初心者に大変優しいマラソンです。今年の総参加者は5154人（昨年は5443人）を受付けました。これまでに専門部署の打合せ会議を、うどん部会、競技部会、安全部会、エイド部会など数回開催してきました。改善改良点を出し合い、いい大会目指す取り組みが報告されました。アールビーズの昆野さんから日本のマラソン大会の特徴」について講演をいただき、出席者一同大いに学習を深めました。
●　来年度の京都府地域力再生プロジェクト事業交付金の申請事業を検討　11日の事務局会議で、次年度の地域力再生プロジェクト事業交付金の申請について相談しました。京都木津川の残したい草花たちを発刊して以後10年が経過しているので、その後の917種の植物写真集の発刊を計画してみてはと話し合いました。特に堤防強化工事よる植生の大変化を正確に記録することも大切だと思われます。真剣に取り組めればいいチャンスだと思います。
●　来年度2016年は里山の会結成20周年を迎える　記念事業について議論が始まる　　ここまでよくも継続してこられたものですね、まさに嵐もあり雨も降り山あり谷ありの取組みでした。そこで記念講演会や祝賀会の開催、会誌40号記念号の特集、週刊ニュース600号記念、懇談会議の開催、全会員の大集会、実績ツアー（竹蛇籠　里山農園　里山倉庫、炭焼き釜　教育棟や観察棟、木津川流域センター）京都府環境フエスタ連続出展記録、京田辺市民文化祭連続出展参加のまとめ、世界遺産を訪ねる旅のまとめ集約、希少植物調査観察のまとめ、年表里山の会20年の歩みの充実、会計から見た里山の会の20年等について整理すべきではないかと提案されました。新年度に間に合うように取り組もうといった声がありました。そのほか会員の皆様の一層のご協力及び資料提供とお願いいたします。
●　21日　城陽市環境フォーラムへの出展場所決まる　　　昨年に引き続き出展の要請がありました。文化パルクでの取組みです。内容は松かさツリーつくりと蛇籠つくりの取組み紹介展示を予定しています。多くに皆様との交流を深めるいい場面として大いに交流を深めあいましょう。
●　竹蛇籠右岸の中央部分に笹竹垣方式で完成させます　お手伝いにお越しください　玉石入れは15：00から始めます。二日間で180名の参加があった竹蛇籠を作ろうにはその後大きな関心が見られます。右岸に三つの蛇籠設置が予定されているけれど三カ所の完成はいつになりますかとの問いあわせが数件ありました。またその後の管理はどのようにされるのでしょうか。完成すれば調査に行かせていただいてもいいのでしょうか等自らの手で研究してみたいという方々が多数おいでになるようです。私たち里山の会では二日間で到達できたところが完成と考えてきましたが、このように多くに皆さんから関心が寄せられ注目されているのなら、残っている右岸の2号蛇籠の完成を行うことを確認しました。11月19日（木）に笹竹蛇籠を完成させます。出来るだけ多くの皆さんのご参加いただければありがたいです。準備は午前中から行います。玉石入れには少なくとも10人以上の人の手が必要です。竹蛇籠は頑丈な基礎の上に設置していないので、水流で下部の砂が流されることが予想されるので、完成した形状がいつまでも維持することは出来なく、変化が起きます。流砂による形状の変化もまた楽しい出来ごとでしょう。右岸の1号基は、早くもその兆候が見られるようです。確認いただければありがたいです。
